
リーディングDXスクール事業【実践事例】 紫波町立日詰小学校（岩手県）【協力校】

【取組内容】 タブレットPCの活用 １年 生活科 「あたらしい１ねんせいをしょうたいしよう」

【題材】 【タブレットPCの活用】
来年度入学してくる１年生に喜んでもらいた

いという思いをもち，相手意識をもって新しい
１年生との関わり方を決めるとともに，交流す
ることのよさや楽しさに気付くことができる題
材である。

Yチャートに個々の考えを位置付けた後，話し合

いを通してグループの考えとして整理した。さらに
グループでピラミッドチャートを活用しながらやり
たいことを焦点化し，全体で協議することを通して
目的に即した活動内容とすることができた。
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リーディングDXスクール事業【実践事例】 紫波町立日詰小学校（岩手県）【協力校】

【取組内容】 タブレットPCの活用 ５年 社会科 「日本の工業生産と貿易・運輸」

【題材】 【タブレットPCの活用】

資料から読み取ったことをシンキングツールを活用
しながら整理し理解を深める。さらに，提出された
個々の考えを全体で交流し，新たな考えに触れること
により，自らの考えをさらに深めることができた。

PMIチャートを活用して整理。 キャンディチャートを活用して整理。提出箱で考えを共有。友達から学ぶ。

資料からわかったこと等を自分なりにまとめ

たり，友達と交流しながら学びを深めたりする
学習活動を通して，日本の工業生産と貿易・運
輸についての特色を捉える学習である。

様式Ⅰ-２



リーディングDXスクール事業【実践事例】 紫波町立日詰小学校（岩手県）【協力校】

【取組内容】 「Microsoft Teams」の活用 全学年 「タイピングコンクール」

【題材】 【タブレットPCの活用】
毎週金曜日の朝自習の時間に，全校でタイピ

ングのスキルアップの時間を確保している。発
達段階に即して１分間に入力する文字数の目標
を決めて練習に取り組むとともに，コンクール
を通して成果を確認している。

Wordを原稿用紙設定とし，文字数が数えやすいよう

に工夫している。コンクールの際はできるだけ初見の
文章を採用している。
記録は子供自身がカウントするとともに，Teamsに

準備しておいたExcelシートに入力する。これにより，
データの集積と分析は１分以内で終了するので効率的
である。

タイピング文字数の記録

出席番号 名前
１０月１８日
（文字数）

１０月２５日
（文字数）

１１月１日
（文字数）

1 □□ □□ 35 30 40

2 □□ □□ 56 21 21

3 □□ □□ 47 60 45

4 □□ □□ 70 76 74

5 □□ □□ 17 15 17

6 □□ □□ 74 63 61

7 □□ □□ 72 63 78

8 □□ □□ 27 22 24

9 □□ □□ 97 71 95
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リーディングDXスクール事業【実践事例】 紫波町立日詰小学校（岩手県）【協力校】

【取組内容】  「Microsoft Teams」の活用 校務分掌（研修部）の会議の効率化

【概要】

【タブレットPCの活用】

職員会議に提案する内容を研修部会で

検討する際に「Microsoft Teams」を活
用し，資料の共有と意見交換を行い校務
の効率化を図った。

対面で行う研修部会を設定せずに

「Microsoft Teams」を活用して協議を
行うことにより，個々の時間調整が必要
なく，自分の時間設定で協議に参加する
ことができ校務の効率化につながった。

様式Ⅰ-４
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リーディングDXスクール事業【実践事例】 紫波町立日詰小学校（岩手県）【協力校】

【取組内容】 タブレットの活用 ２年 生活科 「うごくうごく わたしのおもちゃ」

【題材】 【タブレットPCの活用】
身近にある物を使って動くおもちゃをつくる活

動を通して，よりよく動くようにおもちゃを改良
したり，もっと楽しくなるように遊び方やルール
を変えたりなどの工夫をし，遊びの面白さや自然
の不思議さに気付くとともに，みんなで楽しみな
がら創造的に遊びを作り出そうとする学習である。

これまでに身に付けた画像及び動画の撮影の仕方，

文字の入力の仕方，音声の録音の仕方を使って，おも
ちゃを作る過程や遊ぶ様子を学習支援ソフトに記録し，
前時と比較したり他のおもちゃのグループとの相違に
気付いたりしながら，創造的に学習に取り組むことが
できた。
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グループの発表をするためにタブ
レットを活用した。

グループごとに作成した発表用カード

様式Ⅰ-５

改良前のおもちゃの様子をタブレットで記
録しておいたことで，改善点の説明が明確に
なった。



リーディングDXスクール事業【実践事例】 紫波町立日詰小学校（岩手県）【協力校】

【取組内容】 タブレットの活用 ことばの教室   「正しく発音しよう」

【題材】 【タブレットPCの活用】

歯間化している音や側音化している音について，

正しい発音ができるようにする自立活動の取り組
みである。

舌の機能トレーニングとして「舌の体操」を行う

際に，曲を選んでかけたり児童の発音の様子を動画
で撮影し口形や舌位を確認したりする。また，１音
節の学習前や学習中，学習後の発音の様子について
の動画や気付いたこと等を継続的に記録し，自分の
姿を客観的に比較しながら，子どもが自分の変容に
ついて理解を深めることができた。
タブレットを家庭に持ち帰った際は，保護者とも

学習の様子を共有することができた。

様式Ⅰ-６

口元を拡大して見る
ことで，より注視する
ことができ，気づきが
増えた。

「舌の体操」では，児童
自身が自分に合ったテン
ポの曲を選び，機能ト
レーニングを行っている。

児童自身が自分の発音について客観的に確認できるよう
になり，自分の課題や変容を理解しやすくなった。


